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望遠鏡から入射した光は，1/2 波長板を通過後，望遠鏡焦点面 

におかれたマスクで視野を制限される．マスクを通過した光はオフナ
ー・リレー光学系で再結像した後，検出器直前の「サバール板」で偏
光2 成分が分離される．その結果，図4 に示す通り，検出器上に各視
野の独立な偏光成分が分離して同時に得られる．2偏光成分の同時
取得により，大気や光学系の影響を高精度に除去した偏光測定を実
現する．H30(検出器、偏光素子入手),31（クライオスタット）,32（完成） 
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